
プログラム案 プログラム別の安全管理
全体を通じた
安全管理

遊
ぼ
う

～森で遊び、森に親しみ、興味関心を高める～ 参加者 年齢や自分の力に合わせ
たプログラムの選択

スタッフ ロープなどからの転落
時に地面に、石や突起物等がない
よう地面の事前確認を行う

・保護者向け
「森で安心し
て活動するた
めの安全教育
の講話」

・専門家による
スタッフの事
前トレーニン
グ

・フィールドの
事前点検、整
備

・用具の適切な
整備と管理

使
お
う

～資源を使って、生活とのつながりを感じる～
参加者 用具の使い方を守る

スタッフ 火や刃物は使用前に正
しい使い方を見せる、適切な見守
り、用具の保管方法の徹底

整
え
よ
う

～遊んだ森を整備して、森を大切にする～ 参加者 ヘルメット着用、長袖長
ズボンなどの身支度を整える

スタッフ のこぎりの使用や、倒
木の運搬など、危険度が高い活動
は専任のスタッフが付く

柴刈り倒木運び

基地づくりスラックライン

焚き火体験間伐材クラフト 薪作り体験

キックバイク

森の手入れ皮むき

森の子パーク体験ブースについて

国立曽爾青少年自然の家
森の子パークで遊ぼう、学ぼう



令和６～８年度

スポーツ活動等普及奨励助成事業

森の子パーク 開園
（日帰り家族向け事業）

プログラム開発
・森の秘密基地づくり
・間伐材クラフト
・薪のバトンプロジェクト
（2年目以降、発達段階に応じたプログラム）

フィールド拡充
・キックバイクコース
・森の遊び場

指導体制の構築
・職員のスキルアップ
・外部指導員の活用
・ボランティアのスキルアップ

体験活動を充実させるために
ソフトとハードの体制づくり

森の子パーク ３年構想

令和９年度～

幅広い対象への

有料プログラムの提供

【幼児版】
幼児でも森で遊び続けられ
る仕組みとして、日帰りで
［幼/保/こども園］向けに
プログラムを提供

【家族版】
左記事業を発展

【学校・青少年団体版】
森林環境教育プログラム part2(仮)
外部指導員や職員による
質の高いプログラムを提供

上記プログラムを提供するため
持続的なフィールド整備の実施

～令和5年度

森林環境
教育プログラム

対象：学校の林間学校等

事業名 年度 回数 応募総数

R3 4回 339人

R4 3回 503人

R3 2回 44人

R4 2回 66人

森の子キャンプ

　対象：小学校低学年

　定員：20名程度

キッズキャンプ

　対象：年長児のみ

　定員：20名程度

年度 校数 参加人数

R3 14校 709人

R4 32校 2040人

R5 25校 1363人

週末型
宿泊イベント

対象：小学校低学年/年長児

これまでの取り組み

国立曽爾青少年自然の家
森の子パークで遊ぼう、学ぼう


